
地域の皆様とともに
―1950年創刊の文化新聞―

　　　　（株）文化新聞社
TEL 973-2525　FAX 974-3379
公式サイトは「文化新聞」で検索
投稿メールは toukou@bunkashinbun.co.jp

お問い合わせは

　
地
域
の
皆
様
に
身
近
な
生
活
文

化
の
情
報
を
届
け
た
い
。
そ
う

し
た
思
い
か
ら
、
文
化
新
聞
は

１
９
５
０
年（
昭
和
25
年
）に
創
刊

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
文
字
と

情
報
の
力
で「
地
域
と
人
と
の
継

続
的
な
つ
な
が
り
」を
創
出
し
て

い
き
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
そ
う
な
地
域

の
話
題
や
写
真
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
購
読
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
、
文
化
新
聞
単
独
で
の

ご
購
読
に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

文化俳壇・歌壇・柳壇投句先は
次のとおりです。
官製はがきの裏面に投句（５句）、住所、氏名（ペ
ンネーム）、電話番号を明記。
はがきは１人１枚。毎月15日締め切り。

 文化俳壇投句先
　　〒357-0035　飯能市柳町12-10
　文化俳壇事務局・文化新聞社（℡973-2525）

 文化柳壇投句先
　　〒357-0044　飯能市川寺169-10
　文化柳壇事務局・内田雪彦（℡972-6380）

 文化歌壇投句先
　　〒357－0044　飯能市川寺490－１　
　文化歌壇事務局・浅見美紗子（℡972-7588）

㈱文化新聞社 印刷事業部
info@bunkashinbun.co.jp

TEL 042-973-2525

安
心
の

自
費
出
版あ

な
た
の
長
年
の
夢
、

思
い
が
一
冊
の
本
に
…

地
元
密
着
型
で
お
客
様
第
一
主
義
。
初
め
て
の
方
で
も
安
心

感
が
違
い
ま
す
。
長
年
思
い
続
け
て
い
た「
あ
な
た
の
夢
」を

私
た
ち
が
全
力
で
か
な
え
ま
す
。

会葬広告のご案内

大切な人を見送る時
ご縁のあった多くの方にお知らせを
故人となられた方には生前、様々なご縁があり、多くの皆様と親交を深められ
ていたことでしょう。大切な人とのお別れの場をより多くの方々へお伝えし、
お揃いでお見送りいただくためにも、本紙の会葬広告をぜひ、お役立てください。

本紙の会葬広告は
ご案内と御礼の２回掲載
（１回のみも可）

電話・ファクシミリ等で
スピーディーに対応します。

お問い合わせは、担当の葬儀社または文化新聞社編集部へ。

（株）文化新聞社 TEL 042-973-2525
FAX 042-974-3379

父 

文
化
太
郎
儀
●
月
●
日
午
前
●
時
●
分
●

歳
を
以
て
永
眠
致
し
ま
し
た

茲
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
謹
ん
で
ご
通
知

申
し
上
げ
ま
す  

　
　
　
　
　
　

 

　

 

平
成
二
十
七
年
●
月
●
日

通
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　●月
●
日

　午後
六
時
よ
り

告
別
式

　●月
●
日

　午前
十
時
よ
り

追
っ
て
通
夜
及
び
告
別
式
を
●
●
●
●
に

於
い
て
左
記
の
通
り
執
り
行
い
ま
す

飯
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市
柳
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二
︱
十
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化 

次 

郎
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戚 

一 

同

亡 
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文
化
太
郎
儀
●
月
●
日
葬
儀
の
際
は
御

多
忙
中
に
も
拘
わ
ら
ず
御
会
葬
下
さ
れ
且
つ
ま

た
霊
前
へ
御
丁
重
な
る
御
芳
志
を
賜
わ
り
誠
に

有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
情
を
深
謝
し
略
儀
乍
ら
紙
上

を
以
て
謹
ん
で
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
七
年
●
月
●
日

飯
能
市
柳
町
十
二
︱
十

喪

　
主

　文 

化 

次 

郎

外

　
　親 

戚 

一 

同
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ごきげん体操◇飯能市役所イン
早置き情報

飯能市役所インフォメーション
パブリック・アクセス
街コロンブス◇情報玉手箱
飯能市長特別インタビュー

ほっとトピックス
街コロンブス◇情報玉手箱
ショップチャンネル
飯能市役所インフォメーション
生活情報
ショップチャンネル
週間いるま
知っチャオマイタウン
飯能市役所インフォメーション
街コロンブス◇情報玉手箱
ほっとトピックス
ディズニーチャンネル
彩の国ケーブルテレビ情報局
飯能市長特別インタビュー
ほっとトピックス
パブリック・アクセス
飯能市役所インフォメーション
街コロンブス◇情報玉手箱
◇ お知らせ◇助手席
ショップチャンネル

管さん宅で暮らすネコたち

今年３月に行われたミツバツツジの植樹会

譲渡会参加のルーク（右）と翔。仲が良く２匹一緒
の譲渡を希望

（第三種郵便物認可）� （２）

購読中の新聞を切り替えますと、文化新聞の宅配が止まってしまうことがあります。朝日、読売、毎日、サンケイ、東京等の各紙のご購読を変更した場合は、変更後の販売店へ文化購読のご契約もあわせてお願いいたします。（株）文化新聞社

文 化 新 聞2019年（令和元年）第２００６８号 5月17日 金曜日

　

飯
能
市
・
同
教
育
委
員
会
主

催
、
飯
能
市
文
化
協
会
協
賛
、

飯
能
市
民
美
術
展
実
行
委
員
会

主
管
の
第
58
回「
飯
能
市
民
美

術
展
」が
７
月
25
日
か
ら
同
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
６
月
19
日
ま
で
の
期
限
で

作
品
募
集
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

飯
能
市
民
美
術
展
は
、
市
民

の
芸
術
活
動
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
創
作
し
た
美
術
作
品
の

発
表
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で

市
民
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
、
市
民
の
文
化
活
動
を
支
え

る
歴
史
と
伝
統
の
展
覧
会
。

　

今
年
は
７
月
25
日
か
ら
同
28

日
ま
で
の
間
で
、
市
民
会
館
地

下
展
示
室
で
開
か
れ
る
。
募
集

作
品
は「
絵
画
」「
書
」「
写
真
」

「
彫
塑
・
工
芸
」の
４
部
門
。

　

同
展
に
出
品
で
き
る
人
は
飯

能
市
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て

い
る
か
、
ま
た
は
市
内
の
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
15

歳
以
上
の
人
。
部
門
問
わ
ず
１

人
１
点
出
品
で
き
る
。
出
品
料

は
無
料
。

　

出
品
希
望
者
は
、
所
定
の
出

品
申
込
書
に
住
所
、
氏
名
、
出

品
部
門
、
題
名
、
仕
上
が
り
寸

法
な
ど
を
記
入
、
６
月
19
日
ま

で
に
市
生
涯
学
習
課
、
ま
た
は

各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
窓
口
に

提
出
す
る
。

　

会
場
へ
の
作
品
搬
入
は
、
７

月
24
日
午
後
２
時
半
か
ら
３
時

半
ま
で
の
間
、
会
場
で
受
け
付

け
る
。
出
品
申
し
込
み
や
受
け

付
け
を
し
て
い
な
い
作
品
は
、

展
示
で
き
な
い
の
で
注
意
。
作

品
の
搬
出
は
同
28
日
。

　

部
門
別
作
品
規
格
は
次
の
と

お
り
。

　
【
絵
画（
切
り
絵
、
貼
り
絵
含

む
）】

　

▽
額
の
外
寸
１
メ
ー
ト
ル
以

内（
75
セ
ン
チ
以
上
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
額
縁
の
幅
５
セ
ン

チ
以
内
の
仮
縁
と
す
る
）▽
額

は
ガ
ラ
ス
の
使
用
不
可
。
ア
ク

リ
ル
板
は
可
▽
額
裏
に
は
紐
を

ネ
コ
を
、
新
た
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
家
庭
に
送
り
出
し
て
い

る
。

　

１
匹
１
匹
の
健
康
状
態
な
ど

を
公
開
し
、
ネ
コ
引
き
取
り
希

望
者
に
27
項
目
に
も
及
ぶ
詳
細

な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
慎
重
な

マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る

た
め
、
体
が
不
自
由
で
も
、
病

気
で
も
譲
渡
先
を
見
つ
け
、
後

か
ら“
破
談
”に
な
っ
た
の
は
、

引
き
取
り
先
が
、
重
症
の
ネ
コ

ア
レ
ル
ギ
ー
と
判
明
し
た
事
例

も
含
め
２
例
だ
け
、
と
管
さ
ん

は
言
う
。

　

ネ
コ
の
会
が
譲
渡
会
で
扱
っ

て
い
る
ネ
コ
は
、
不
妊
治
療
を

し
て
い
な
い
が
た
め
に
増
え
す

ぎ
た
子
ネ
コ
、
飼
い
主
が
飼
え

な
く
な
っ
た
ネ
コ
、
野
良
ネ

　

ネ
コ
の
会
は
、
飯
能
市
を
中

心
に
し
た
地
域
で
、
飼
い
主
の

い
な
い
ネ
コ
を
減
ら
す
た
め
の

地
域
猫
活
動（
不
妊
去
勢
手
術

＝
Ｔ
Ｎ
Ｒ
）と
、
野
良
ネ
コ
が

生
ん
だ
子
ネ
コ
の
里
親
探
し
の

サ
ポ
ー
ト
が
主
な
活
動
。
ネ
コ

の
一
時
預
か
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
役
割
を
分
担
、
実
働
会
員

は
17
人
。
年
間
約
80
～
90
匹
の

　
「
ネ
コ
の
不
妊
手
術
は
か
わ
い
そ
う
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
毎
年
生
ま
れ
る
子
ネ
コ
の

９
割
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ど
ち
ら
が
か
わ
い
そ
う
で
す
か
」と
、
問
い
か
け
る
の
は
、
ね

こ
猫
ネ
コ
の
会（
＝
ネ
コ
の
会
、
飯
能
市
稲
荷
町
）代
表
の
菅
良
枝
さ
ん（
53
）。
ネ
コ
の
会
は
平

成
26
年
に
、
埼
玉
県
動
物
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
た
譲
渡
認
定
団
体
。
毎
月
市
内
で
保
護

猫
の
譲
渡
会
を
開
催
し
、屋
外
で
死
亡
す
る
野
良
ネ
コ
を
ゼ
ロ
に
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

３
月
の
定
例
市
議
会
で
野
口
和
彦
議
員（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
は
ん
の
う
）は
、
地
域
猫
対
策
等
に
つ
い
て

市
に
一
般
質
問
を
行
い
、
市
も「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

広
報
に
も
力
を
入
れ
周
知
し
て
い
く
」こ
と
を
約
束
。
市
は
こ
こ
１
、２
か
月
で
パ
ン
フ
を
作
成

し
市
広
報
に
折
込
み
、
ネ
コ
の
不
妊
手
術
に
は
無
料
の
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
市
民
に
周
知

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

つ
け
、
吊
り
下
げ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
▽
絵
の
具
は
乾
い
た
状

態
で
搬
入
す
る
。

　
【
書
】

　

▽
仕
上
が
り
寸
法
横
幅
１

メ
ー
ト
ル
以
内
▽
額
裏
に
は
紐

を
つ
け
、
吊
り
下
げ
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
。

　
【
写
真
】

　

▽
単
写
真
・
組
写
真
と
も
仕

上
が
り
寸
法
横
幅
１
メ
ー
ト
ル

以
内
▽
い
ず
れ
も
木
製
マ
ッ
ト

張
り
、ま
た
は
額
装
と
す
る（
ガ

ラ
ス
使
用
は
不
可
）▽
額
裏
に

は
紐
を
つ
け
、
吊
り
下
げ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。

　
【
彫
塑
】

　

▽
壁
面
作
品
は
仕
上
が
り
寸

法
横
幅
１
メ
ー
ト
ル
以
内
▽
立

体
作
品
は
縦
横
高
さ
70
セ
ン
チ

×
70
セ
ン
チ
×
１
８
０
セ
ン
チ

以
内
。
た
だ
し
、
縦
横
15
セ
ン

チ
×
15
セ
ン
チ
に
満
た
な
い
場

合
は
台
座
等
を
つ
け
、
ケ
ー
ス

に
入
れ
な
い
。

　
【
工
芸（
木
工
、
竹
細
工
、
金

工
、
紙
工
、
陶
芸
、
ガ
ラ
ス
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
人
形
、
七
宝
、

染
色
・
織
物
、
刺
繍
、
漆
芸
、

皮
工
）】

　

▽
壁
面
作
品
は
仕
上
が
り
寸

法
横
幅
１
メ
ー
ト
ル
以
内
▽
立

体
作
品
は
縦
横
高
さ
70
セ
ン
チ

×
70
セ
ン
チ
×
１
８
０
セ
ン
チ

以
内
。
た
だ
し
、
縦
横
15
セ
ン

チ
×
15
セ
ン
チ
に
満
た
な
い
場

合
は
台
座
等
を
つ
け
、
ケ
ー
ス

に
入
れ
な
い
。
キ
ッ
ト（
制
作

途
中
ま
で
の
加
工
済
み
の
販
売

品
）に
よ
る
加
工
、
組
み
立
て

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
毎

月
、
日
和
田
山
の
市
有
地
の
手

入
れ
を
行
っ
て
い
る「
市
民
の

森
─
日
和
田
山
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」は
、
一
緒
に
活
動
す

る
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

　

市
は
、
市
民
や
企
業
・
団
体

な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た「
緑
の

基
金
」を
活
用
し
、
平
成
６
年

度
に
日
和
田
山
の
一
部
の
山
林

を
取
得
、
10
年
度
に
は
市
環
境

保
全
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
日

和
田
山
を「
ふ
る
さ
と
の
森
１

号
地
」と
し
て
指
定
し
た
。
27

年
度
に
は
日
和
田
山
の
頂
上
付

近
の
用
地
を
取
得
し
、
現
在
、

日
和
田
山
の
一
部
約
23
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
所
有
し
て
い
る
。

　

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
平
成

13
年
に
結
成
さ
れ
、
日
和
田
山

の
市
有
地
で
下
草
刈
り
や
清

掃
、
散
策
道
の
補
修
な
ど
を
続

け
て
い
る
ほ
か
、
山
に
自
生
し

て
い
た
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、

市
民
の
参
加
を
募
り
、
ミ
ツ
バ

ツ
ツ
ジ
の
植
樹
会
を
実
施
し
て

い
る
。

　

活
動
日
は
毎
月
第
３
土
曜

日
。
集
合
場
所
は
日
和
田
山
登

山
口
あ
ず
ま
や
付
近
、
集
合
時

間
は
３
～
10
月
は
午
前
８
時

半
、11
～
２
月
は
午
前
９
時
で
、

午
前
中
２
～
３
時
間
の
活
動
を

行
う
。
作
業
の
内
容
は
刈
払
機

に
よ
る
下
草
刈
り
、
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
周
辺
の
草
刈
り
、
落
ち
葉

品
は
作
品
と
し
て
認
め
な
い
▽

出
品
作
品
が
複
数
で
１
セ
ッ
ト

の
場
合
、
必
ず
台
座
等
を
つ
け

る
こ
と
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
飯
能
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

部
生
涯
学
習
課（
９
７
３
・
３

６
８
１
）へ
。

清
掃
、
枯
損
木
の
伐
採
、
ハ
イ

キ
ン
グ
道
の
補
修
な
ど
。

　

募
集
す
る
の
は
、
活
動
の
趣

旨
を
理
解
し
、
環
境
保
全
や
自

然
保
護
に
関
心
が
あ
る
人
。　

　

入
会
希
望
者
、
問
い
合
わ
せ

は
日
高
市
環
境
課
生
活
環
境
担

当
９
８
９
・
２
１
１
１
へ
。

コ
。
そ
の
ネ
コ
の
入

手
先
は
、
処
分
に
回

さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
県
の
動
物
支
援

セ
ン
タ
ー（
熊
谷
）等

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た

ネ
コ
と
、
入
間
・
飯

能
・
日
高
市
内
の
住

民
か
ら
相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
ネ
コ
。
一
般

市
民
か
ら
相
談
を
受

け
た
ネ
コ
は
、
原
則

ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の

医
療
処
置
を
し
て
も

ら
っ
た
上
で
、
譲
渡

会
に
当
日
持
ち
込
み

な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
あ
り
、
新
た
な

里
親
に
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う

た
め
、
あ
る
程
度
人
慣
れ
し
て

い
る
事
が
望
ま
し
い
。

　

ま
た
、
譲
渡
会
当
日
ま
で
、

ネ
コ
を
手
元
で
世
話
す
る
こ
と

は
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
、
と

い
う
場
合
に
は
、
同
会
の
一
時

預
か
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対
応

し
て
い
る
。
同
会
は
、
こ
れ
ま

で
約
４
０
０
匹
の
ネ
コ
を
、
新

た
な
飼
い
主
に
託
し
て
き
た
。

　

菅
さ
ん
は
、
現
住
所
の
稲
荷

町
に
、
菅
家
の
４
女
と
し
て
昭

和
40
年
に
生
ま
れ
、
飯
能
第
一

小
、
西
中
を
卒
業
。

　

管
さ
ん
と
ネ
コ
と
の
出
合
い

は
、
幼
稚
園
の
と
き
、
近
所
の

茶
畑
か
ら
白
黒
の
ネ
コ
を
拾
っ

て
飼
い
始
め
て
か
ら
、と
言
う
。

家
族
の
大
半
が
ネ
コ
好
き
だ
っ

た
た
め
ネ
コ
は
常
に
家
族
の
一

員
で
、
最
大
10
匹
飼
っ
て
い
た

こ
と
も
、
と
振
り
返
る
。

　

し
か
し
、
増
や
し
過
ぎ
て
は

い
け
な
い
、
と
い
う
両
親
の
方

針
が
あ
り
、
菅
家
で
は
エ
サ
ほ

し
さ
に
や
っ
て
来
る
野
良
に
も

不
妊
手
術

を
し
て
お

り
、
手
術

は
当
た
り

前
の
こ
と

で
、
大
人

に
な
っ
て

初
め
て
、

ネ
コ
に
手

術
を
し
な

い
人
が
多

い
こ
と
を

知
っ
た
、

と
菅
さ
ん

は
語
る
。

　

平
成

８
、
９
年

頃
、
菅
さ
ん
は
、
東
京
・
新
宿

に
転
居
。
菅
さ
ん
は
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
で
子
ネ
コ
が
野
垂
れ

死
に
し
て
い
る
ひ
ど
い
状
況
に

遭
遇
。
飯
能
で
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
、「
も
う
や
る

し
か
な
い
」と
い
う
思
い
に
駆

ら
れ
、
10
年
頃
か
ら
捕
獲
器
も

自
作
し
、
た
っ
た
一
人
か
ら
保

護
活
動
に
着
手
。
そ
の
後
、
不

妊
手
術
料
を
出
し
て
く
れ
た
事

業
主
、
手
術
料
を
大
幅
に
安
く

し
て
く
れ
た
獣
医
、
後
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人「
ね
こ
だ
す
け
」を
立
ち

上
げ
た
人
ら
と
知
り
合
い
協
力

を
得
な
が
ら
、
多
い
と
き
に
は

年
間
約
１
０
０
匹
の
手
術
を
実

施
し
た
、
と
言
う
。

　

９
年
前
、
飯
能
市
に
戻
っ
た

と
き
に
は
、
住
ん
で
い
た
新
宿

河
田
町
界
隈
で
は
野
良
を
見
か

け
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い

た
、
と
振
り
返
る
。
一
方
、
飯

能
の
実
家
近
く
の
野
良
ネ
コ
の

多
さ
に
驚
き
、
周
辺
の
ネ
コ
全

て
に
不
妊
手
術
を
施
し
た
。

　

菅
さ
ん
は
、
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー（
熊
谷
）な
ど
で
殺
処
分
さ

れ
る
ネ
コ
が
か
わ
い
そ
う
で
な

ら
ず
、
引
き
取
っ
て
譲
渡
先
を

探
し
た
か
っ
た
が
、
個
人
で
は

セ
ン
タ
ー
か
ら
引
き
取
れ
な
い

た
め
、ネ
コ
の
会
を
立
ち
上
げ
、

県
に
ネ
コ
の
譲
渡
認
定
団
体
と

し
て
登
録
申
請
。
26
年
２
月
に

登
録
認
定
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
か

ら
処
分
寸
前
の
ネ
コ
の
引
き
取

り
も
開
始
し
た
。

　

菅
さ
ん
は
、
ネ
コ
の
譲
渡
先

を
見
つ
け
る
と
と
も
に
、
飯
能

に
帰
っ
て
か
ら
約
１
５
０
匹
、

新
宿
時
代
も
含
め
る
と
正
確
に

数
え
た
事
は
な
い
が
、
５
０
０

匹
の
不
妊
手
術
を
実
施
し
た
の

で
は
な
い
か
、
と
振
り
返
る
。

　

県（
さ
い
た
ま
市
と
、
川
越
・

越
谷
の
中
核
市
を
除
く
）の
犬
ネ

コ
の
殺
処
分
数
は
、
25
年
度
が

犬
５
８
５
匹
、
ネ
コ
１
６
４
５

匹
。意
識
の
変
化
か
ら
年
々
減
っ

て
い
る
も
の
の
29
年
度
も
、
犬

２
３
５
匹
、
ネ
コ
６
６
０
匹
に

達
す
る
。「
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所

で
は
ほ
と
ん
ど
殺
処
分
さ
れ
る

の
で
、
安
易
に
保
健
所
な
ど
に

送
ら
ず
、
必
死
に
救
い
出
し
て

い
る
私
た
ち
や
譲
渡
認
定
団
体

に
相
談
し
て
ほ
し
い
」と
、
菅
さ

ん
は
強
く
訴
え
る
。

　

不
妊
手
術
を
せ
ず
に
飼
う
た

め
、
ネ
コ
の
多
頭
飼
育
化
、
近

親
交
配
の
進
行
で
障
害
を
持
っ

た
ネ
コ
の
多
産
化
、
野
良
ネ
コ

へ
の
安
易
な
エ
サ
や
り
に
よ
り

不
幸
な
ネ
コ
の
大
量
発
生
な
ど

が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

　
「
ネ
コ
に
餌
を
や
る
こ
と
は

動
物
愛
護
で
す
が
、
餌
を
や
っ

た
ら
不
妊
手
術
は
義
務
で
す
。

手
術
は
、
か
わ
い
そ
う
と
言
う

人
も
い
ま
す
が
、
殺
処
分
さ
れ

る
ネ
コ
と
、
ど
ち
ら
が
か
わ
い

そ
う
で
す
か
」と
、
菅
さ
ん
は
、

問
い
掛
け
説
得
す
る
と
い
う
。

　

公
益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ
基

金
は
、殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

　

日
高
市
武
蔵
台
公
民
館
は
、

大
相
撲
幕
内
格
行
司
の
木
村
元

基
さ
ん（
湊
部
屋
所
属
）を
講

師
に
招
い
た
講
座「
見
て
聴
い

て
！　

相
撲
文
字
と
相
撲
よ
も

や
ま
話
」を
６
月
６
日
午
後
１

時
半
か
ら
同
３
時
半
ま
で
実
施

す
る
。
ま
た
、
腹
話
術
に
よ
る

特
別
出
演
と
し
て
松
本
勇
さ
ん

と
サ
ン
ガ
君
が
登
場
す
る
。

　

現
役
の
行
司
で
あ
る
木
村
さ

ん
が
参
加
者
た
ち
の
目
の
前
で

相
撲
文
字
の
実
演
や
大
相
撲
に

つ
い
て
の
よ
も
や
ま
話
を
聞
く

ネ
コ
の
無
料
不
妊
手
術
を
推
進

す
る「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊

手
術
事
業
」を
展
開
。
飯
能
市

も
こ
の
事
業
に
参
加
し
、
住
民

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
な

が
ら
、
野
良
ネ
コ
に
無
料
で
手

術
を
実
施
で
き
る
さ
く
ら
ね
こ

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

　

野
口
和
彦
議
員
は
、
地
域
猫

対
策
等
に
つ
い
て
市
に
一
般
質

問
を
行
い
、
市
も
パ
ン
フ
を
作

成
し
、
広
報
に
も
力
を
入
れ
て

い
く
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
猫
に
関
す
る
ご
案
内
」

か
、
環
境
緑
水
課（
電
話
９
７

３
・
２
１
２
５
）。

　

ネ
コ
の
会
の
次
回
の
譲
渡
会

は
19
日
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま

で
、
柳
町
の
武
田
ミ
シ
ン
で
開

催
。
参
加
予
定
の
ネ
コ
９
～
10

匹
。
ネ
コ
の
確
認
は
同
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。
ま
た
、
同
会
で

は
、
譲
渡
予
定
だ
っ
た
ネ
コ

（
し
ゅ
ん
君
）が
、
突
然
歩
行
困

難
に
な
り
治
療
の
た
め
に
募
金

を
受
付
け
て
い
る
。
近
親
交
配

を
原
因
と
す
る
先
天
性
の
も
の

か
、
薬
害
が
疑
わ
れ
る
、
と
い

う
。

加
費
無
料
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
武
蔵
台
公

民
館
９
８
２
・
２
９
５
０
へ
。

こ
と
が
で
き
る
。

　

成
人
を
対
象
に
定
員
は
30

人
。
持
ち
物
は
筆
記
用
具
。
参

市民美術展の作品募集
アート愛する市民の発表の場

子ネコの９割が死亡

相撲文字や
� よもやま話

幕内格行司の木村さん

日和田山で下草刈りや清掃

環境ボランティアが会員募集

「
ネ
コ
の
不
妊
手
術
徹
底
を
」

市
も
無
料
チ
ケ
ッ
ト
配
布

「
ネ
コ
の
会
」が
譲
渡
会
開
催

絵
画
、
書
、
写
真
、
彫
塑
・
工
芸


